
荒神谷博物館情報

  

〒693-0011 大津町2760 

■定例講演会 第132回
8月20日(土) 13：30～15：00
演題：『伊都国の歴史』
講師：平尾 和久 氏(糸島市教育委員会文化課)
資料代：300円 申込不要
■ゼミ形式「風土記談義」
　～肥前国風土記編～
8月21日(日) １０：００～１２：００
講師：平野 芳英・杉岡 直子
資料代：300円 申込不要

最新情報はホームページ内のブログや
Facebookをご覧ください♪

出雲弥生の森博物館情報

観覧無料

出雲弥生の森博物館 ☎25-1841　FAX 21-6617
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
yayoi@city.izumo.shimane.jp

開館時間　９時～17時（入館は16時30分まで）
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌平日）　

〒699-0503　斐川町神庭873-8
☎72－9044　FAX 72－7695
http://www.kojindani.jp

開館時間  9時～17時（入館は16時30分まで） 休館日  展示室のみ毎週火曜日（祝日の場合は翌平日）
Archaeological Museum of Kojindani
荒神谷博物館

企画展

速報展

出雲の武将 塩冶判官高貞
-その実像と虚像-

『Nostalgia （ノスタルジア)』

魏志倭人伝シリーズⅢ
『伊都国～大鏡と女王のクニ～』

世界最大の銅鏡 登場！

特別展

ホール写真展示ミュージアムショップ通信

7月27日（水）～10月24日（月）

7月30日（土）～9月26日（月）

7月27日（水）
　～8月16日（火）

開催中～8月29日（月）
現在の福岡県糸島市を中心にあったとされる「伊都国」には、国内最大の大鏡を持つ女王が存在し
たといいます。王墓出現以前からスポットを当て、弥生時代を通して「伊都国」の成立を紹介します。
出土遺物から見えてくる「伊都国」の全貌に迫ります。

『荒神谷オリジナルしおり』
石州和紙と荒神谷遺跡がコラボしま
した！石州和紙に荒神谷のオリジナ
ルイラストが付いたしおりです。
ここでしか買えない
限定商品です。

斐川町在住のアーティ
ストmacotoさんによる
写真展。テーマは“懐か
しさ”や“郷愁”。女性ら
しいふんわりとした世界
観をお楽しみください。

【講師】 長谷川 博史 氏（島根大学教授）

よすみちゃん

関連講演会

8月27日（土）14：00～16：00
◆募集人数 ２０人
●小学生以上・ご家族での参加、大歓迎です！
●汚れてもよい服装でご参加ください。

◆参加無料　◆要申込

藍染め体験
8月11日（木・祝）
9：00～12：00

「塩冶氏と中世出雲」
◆参加無料  ◆要申込

「田儀櫻井家 たたら製鉄遺跡
越堂たたら跡 発掘調査速報展」
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『Nostalgia （ノスタルジア)』

魏志倭人伝シリーズⅢ
『伊都国～大鏡と女王のクニ～』

世界最大の銅鏡 登場！

特別展

ホール写真展示ミュージアムショップ通信

7月27日（水）～10月24日（月）

7月30日（土）～9月26日（月）

7月27日（水）
　～8月16日（火）

開催中～8月29日（月）
現在の福岡県糸島市を中心にあったとされる「伊都国」には、国内最大の大鏡を持つ女王が存在し
たといいます。王墓出現以前からスポットを当て、弥生時代を通して「伊都国」の成立を紹介します。
出土遺物から見えてくる「伊都国」の全貌に迫ります。

『荒神谷オリジナルしおり』
石州和紙と荒神谷遺跡がコラボしま
した！石州和紙に荒神谷のオリジナ
ルイラストが付いたしおりです。
ここでしか買えない
限定商品です。

斐川町在住のアーティ
ストmacotoさんによる
写真展。テーマは“懐か
しさ”や“郷愁”。女性ら
しいふんわりとした世界
観をお楽しみください。

【講師】 長谷川 博史 氏（島根大学教授）

よすみちゃん

関連講演会

8月27日（土）14：00～16：00
◆募集人数 ２０人
●小学生以上・ご家族での参加、大歓迎です！
●汚れてもよい服装でご参加ください。

◆参加無料　◆要申込

藍染め体験
8月11日（木・祝）
9：00～12：00

「塩冶氏と中世出雲」
◆参加無料  ◆要申込

「田儀櫻井家 たたら製鉄遺跡
越堂たたら跡 発掘調査速報展」

広報いずも 2016.7.2015


